
ジオパーク講演会 

日 時 平成29年12月９日㈯ 
    10:00～12:00  
場 所 城南地区公民館 
講 師 千葉 隆司氏 
参加者 69名 



筑
波
山
地
域
ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会 

 

12
／
9
（土
）石
岡
市
三
村
に
あ
る

城
南
地
区
公
民
館
に
て
ジ
オ
パ
ー
ク

講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の

テ
ー
マ
は
『八
郷
盆
地
』 

講
師
に
千
葉
隆
司
氏
（か
す
み
が
う

ら
市
歴
史
博
物
館
学
芸
員
・筑
波
学

院
大
学
非
常
勤
講
師
・茨
城
大
学
非

常
勤
講
師
）を
迎
え
＊
八
郷
の
歴
史
と

魅
力
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

①
豊
か
さ
と
は
何
か
？ 

人
間
の
目
線
で
見
る
豊
か
さ
と
は
＊
省

察
に
持
続
的
な
安
定
を
も
た
ら
す
要

素
。
こ
の
要
素
は
＊
地
域
に
生
き
た
先

人
が
自
然
環
境
を
理
解
し
て
＊
育
ん
で

き
た
生
活
様
式
や
産
業
文
化
か
ら
生

じ
る
も
の
。 

自
給
自
足
が
で
き
る
人
間
の
生
活
環
境 

②
八
郷
盆
地
の
地
形
・地
質 

 

八
郷
盆
地
は
＊
筑
波
山
系
の
山
並
み

が
隆
起
し
て
出
来
上
が
っ
た
後
＊
中
小

河
川
に
よ
っ
て
浸
食
さ
れ
て
出
来
上

が
っ
た
も
の
。
そ
の
地
形
に
は
＊
大
き

く
分
け
て
上
・中
・下
３
段
の
段
丘
が
み

ら
れ
る
。 

上
位
段
丘
（標
高
50-

70
ｍ
）は
＊
10
数

万
年
前
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
堆
積
し

た
浅
海
や
海
浜
に
よ
っ
て
運
ば
れ
た
堆

積
物
か
ら
な
る
。 

中
位
段
丘
（標
高
27-

45
ｍ
）は
＊
下
末

吉
改
新
木
と
呼
ば
れ
る
12-

13
万
年

前
或
い
は
そ
れ
以
降
の
海
底
＊
そ
し
て

閉
塞
し
た
入
江
（柿
岡
湖
）を
な
し
て

い
た
頃
の
地
層
と
推
定
さ
れ
る
。
下
位

段
丘
（標
高
12-
28
ｍ
）は
＊
恋
瀬
川
が

つ
く
っ
た
河
川
段
丘
と
考
え
ら
れ
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

地
形
分
類
図 

八
郷
盆
地
は
、
ほ
と
ん
ど
が
崖
及
び
斜
面

の
地
形
で
、
標
高
が
高
い
と
こ
ろ
か
ら
丘
陵
、
上
位
砂
礫

台
地
、
中
位
砂
礫
浸
食
段
丘
、
下
位
砂
礫
浸
食
段
丘
群
と

な
っ
て
い
る
。
山
際
か
ら
徐
々
に
中
小
河
川
に
接
す
る
低

地
に
向
か
う
と
い
う
地
形
的
特
徴
が
あ
る
。 



八
郷
盆
地
の
地
質
は
＊
下
部
か
ら
友
部

層
（山
地
か
ら
供
給
さ
れ
た
砂
）＊
美
和

層
・木
下
層
（古
東
京
湾
の
堆
積
物
）＊

常
総
総
（中
小
河
川
に
よ
る
堆
積
物
）＊

関
東
ロ
ー
ム
層
＊
黒
ボ
ク
土
な
ど
か
ら

な
る
。 

表
層
地
質
図 

八
郷
盆
地
は
、
火
山
灰
層
（
関
東
ロ
ー
ム

層
）
の
台
地
が
中
小
河
川
に
よ
っ
て
刻
ま
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
八
郷
盆
地
の
地
形
・地
質

に
＊
当
地
域
の
自
然
環
境
が
生
態
系
を

育
む
。
多
様
な
生
態
系
＊
あ
ら
ゆ
る
生

物
の
楽
園
（ユ
ー
ト
ピ
ア
）
。 

③
八
郷
盆
地
に
権
力
者
誕
生
！ 

 

４
世
紀
後
半
頃
＊
八
郷
盆
地
に
ヤ
マ
ト

政
権
の
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る

権
力
者
が
現
れ
始
め
る
。
そ
れ
ら
の
存

在
は
＊
前
方
後
円
墳
と
な
っ
て
あ
ら
わ

れ
＊
柿
岡
地
区
に
集
中
す
る
。 

 

【
丸
山
１
号
墳
】
全
長
55
ｍ
の
前
方

後
円
墳
。
４
世
紀
後
半
の
築
造
。 

【
長
堀
２
号
墳
】
全
長
46
ｍ
の
前
方

後
方
墳
。
４
世
紀
後
半
の
築
造
。 

【
佐
自
塚
古
墳
】
全
長
58
ｍ
の
前
方

後
円
墳
。
５
世
紀
後
半
の
築
造
。 

 
 

 

古
代
に
お
い
て
＊
山
は
稲
作
に
必
要
な

水
資
源
の
場
所
で
＊
特
に
水
資
源
が
集

ま
る
自
然
環
境
の
盆
地
は
＊
稲
作
に
重

要
な
水
利
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す
い
場

所
だ
っ
た
。 

 

稲
作
こ
そ
が
古
代
に
お
い
て
富
を
得
ら

れ
＊
権
力
や
支
配
力
に
つ
な
が
る
重
要

な
産
業
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

安
定
し
た
米
ど
こ
れ
と
な
る
八
郷
盆
地

に
ヤ
マ
ト
政
権
の
稲
作
新
技
術
が
入
る

こ
と
と
な
っ
た
。 【柿

岡
地
区
】複
数
の
小
河
川
が
恋

瀬
川
に
合
流
す
る
地
域
。
旱
天
と

な
れ
ば
水
不
足
＊
豪
雨
の
場
合
は

氾
濫
の
お
そ
れ
が
在
る
地
域
で
あ

る
が
＊
水
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
れ
ば

安
定
し
た
米
ど
こ
れ
と
な
る
地
域
。

こ
こ
に
ヤ
マ
ト
政
権
の
技
術
と
手

法
が
入
る
。 



【八
郷
盆
地
の
生
産
体
制
】 

 

八
郷
盆
地
は
、
古
代
に
お
い
て
５
つ
の

郷
が
展
開
し
て
い
た
と
こ
れ
。
他
地
域

に
比
べ
、
人
口
密
度
が
高
か
っ
た
。 

こ
の
背
景
に
あ
る
の
が
、
土
地
の
生
産

力
。 

産
業
興
隆
も
八
郷
盆
地
の
特
性
で 

・窯
業
（焼
き
物
・瓦
な
ど
）
・製
鉄
業
・

石
材
業
・織
物
業
・林
業
な
ど
多
数
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 生
産
物 

－ 

生
産
技
術
に
よ
る
生
産
性
向
上 

－ 

生
産
体
制
の
充
実 

－ 

人
口
増
加 

 

八
郷
盆
地
の
た
く
さ
ん
の
生
産
物
は
＊

そ
の
後
＊
国
府
へ
運
ば
れ
利
用
さ
れ
る
。

米
は
租
税
や
役
人
の
給
与
等
へ
＊
窯
業

や
製
鉄
業
の
原
材
料
や
製
品
は
生
活
物

資
・農
耕
具
・建
造
物
の
資
材
へ
＊
綿
や

養
蚕
に
よ
る
織
物
業
は
衣
服
や
生
活

物
資
へ
。 

 

全
国
有
数
の
人
口
密
度
が
高
か
っ
た

常
陸
国
府
を
支
え
て
い
た
の
が
八
郷
盆

地
の
生
産
物
だ
っ
た
。 

④
国
富
を
支
え
る
八
郷
盆
地
の 

 
生
産
力
と
交
通
網 

 
さ
ら
に
交
通
網
の
発
展
が
＊
流
通
・

経
済
を
生
み
出
し
＊
八
郷
盆
地
内
に
確

た
る
生
産
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。 

 

筑
波
山
系
の
山
並
み
に
は
、
国
府
と
各

郡
を
結
ぶ
道
、
峠
越
え
の
道
が
古
く
か

ら
整
備
さ
れ
た
。 

常
陸
国
府
は
＊
八
郷
盆
地
と
の
地
理

的
環
境
を
重
視
し
＊
整
備
さ
れ
た
。 

 

【
板
敷
峠
】
国
府
と
大
神
駅
そ
し
て

下
野
国
へ 

【
湯
袋
峠
】
国
府
と
白
壁
（
真
壁
）

郡
そ
し
て
新
治
郡
へ 

【
不
動
峠
】
国
府
と
筑
波
郡
、
那
賀

郡
方
面
か
ら
筑
波
郡
へ 

 

こ
こ
に
古
墳
時
代
か
ら
引
き
継
が
れ

る
恋
瀬
川
水
系
の
水
運
網
も
あ
り
、

人
の
交
流
や
物
流
が
発
展
し
て
い
っ
た
。 



Ｓ 

山
は
，
生
産
物
の
根
源 

 

生
命
を
育
む
水
は
山
か
ら
沢
へ
＊
沢

か
ら
川
へ
＊
川
か
ら
海
へ 

 

山
へ
の
願
い
と
感
謝
・・
・ 

山
を
神
や
仏
と
す
る
精
神
文
化 

 
  

山
に
寺
社
の
設
置―

里
に
も
寺
社
の
設
置 

 

多
く
の
宗
教
者
が
八
郷
の
山
々
に
神

と
仏
を
感
じ
、
寺
社
を
設
け
た
。 

⑤
人
々
の
精
神
も
支
え
る
八
郷
盆

地
の
宗
教
空
間 

【筑
波
山
を
拠
点
に
し
た
徳
一
】 

 

峰
寺
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
西
光
院
は
＊
平
安
時

代
初
期
・大
同
2
年
（
80
7
）有
名
な
徳
一
大
師
の

開
山
と
伝
え
ら
れ
＊
は
じ
め
法
相
宗
で
し
た
が
鎌
倉

時
代
に
一
時
真
言
宗
と
な
り
＊
の
ち
天
台
宗
に
改
宗

し
ま
し
た
。 

 

本
堂
は
本
県
で
は
類
例
の
な
い
懸
造
り
で
県
の
文

化
財
（建
造
物
）に
指
定
さ
れ
て
お
り
＊
廻
廊
か
ら
の

眺
め
は
す
ば
ら
し
く
関
東
の
清
水
寺
の
名
に
恥
じ
な

い
も
の
で
す
。
菖
蒲
沢
の
薬
師
様
（筑
波
山
四
面
薬
師

の
東
面
）、
十
三
塚
の
山
寺
（筑
波
山
四
面
薬
師
の
北

面
）も
徳
一
上
人
の
開
山
と
さ
れ
ま
す
。 

吉生地区から見る西光院 

菖蒲沢の薬師堂 

【念
仏
に
よ
る
教
え
を
説
い
た
親
鸞
】大
覚
寺
は
、
「
大

覚
寺
縁
起
略
記
」に
よ
る
と
、
後
鳥
羽
院
の
皇
子
、
正

懐
親
王
が
比
叡
山
で
出
家
し
、
周
観
大
覚
と
称
し
て

東
国
を
行
脚
し
て
い
た
折
、
板
敷
山
の
南
麓
の
当
地

に
草
庵
を
結
び
、
阿
弥
陀
如
来
を
安
置
し
て
「大
覚 

阿
弥
陀
堂
」と
し
た
こ
と
に
始
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
後
、
親
鸞
聖
人
が
越
後
国
か
ら
常
陸
国
に
渡
ら

れ
た
折
、
布
教
の
拠
点
と
さ
れ
た
稲
田
御
坊
を
た
ず

ね
て
門
弟
の
契
り
を
結
び
、
善
性
房
鸞
英
と
称
し
て

親
鸞
聖
人
の
布
教
活
動
を
支
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
板
敷
山
は
「親
鸞
聖
人
法
難
の
地
」と
し

て
も
全
国
的
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
親
鸞
ゆ
か

り
の
寺
と
し
て
柿
岡
に
は
、
霞
ヶ
浦
か
ら
引
揚
げ
ら
れ

た
阿
弥
陀
如
来
像
を
安
置
し
た
と
さ
れ
る
如
来
寺
が

あ
り
ま
す
。 

板敷峠近くの大覚寺 

霞ヶ浦の草庵の如来寺 

 

八
郷
盆
地
に
は
＊
多
く
の
寺
社
が

あ
る
。
そ
れ
も
多
く
の
人
々
が
＊
山

に
神
や
仏
を
感
じ
＊
信
じ
＊
設
け
ら

れ
た
も
の
。 

 

日
の
出
・
日
の
入
り
＊
多
く
の
恵
み

を
も
た
ら
し
＊
様
々
な
生
命
を
育
む

山
。 

 

常
に
山
の
神
と
仏
に
見
守
ら
れ
る
盆

地
に
展
開
し
て
き
た
精
神
文
化
が
生

ま
れ
た
。 



Ｓ 

 

江
戸
に
幕
府
が
開
か
れ
、
江
戸
は
世

界
有
数
の
人
口
密
度
が
高
い
都
市
と

な
る
。 

こ
こ
に
大
消
費
地
へ
の
仕
組
み
が
誕
生

す
る
。
そ
し
て
物
資
の
流
通
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
て
い
っ
た
。 

  

八
郷
盆
地
の
山
根
５
３
か
村
か
ら
農

業
生
産
物
（米
・麦
・大
豆
な
ど
）
と
薪

炭
及
び
林
業
の
展
開
が
＊
江
戸
文
化

の
一
端
を
支
え
る
。 

恋
瀬
川
水
系
の
河
岸
の
発
達
。
上
流

か
ら
高
友
・浦
須
・片
野
根
小
屋
・
川

又
・半
田
な
ど
の
河
岸
に
よ
る
物
資
の

流
通
。 

⑥
八
郷
盆
地
も
一
役
担
っ
た
江
戸

文
化
の
発
展 

【
歴
史
に
み
る
八
郷
盆
地
】 

①
あ
ら
ゆ
る
農
産
物
や
自
然
素
材
を
活
か

し
た
軽
工
業
製
品
な
ど
か
ら
の
生
産
力
が

高
い
地
域
。 

②
産
業
に
よ
り
多
く
の
人
々
が
集
住
す
る

地
域 

③
こ
れ
ら
の
土
地
力
が
権
力
者
（
リ
ー

ダ
ー
）
を
誕
生
さ
せ
＊
土
地
力
を
保
持
し

続
け
る
努
力
が
あ
っ
た
地
域 

④
人
々
の
精
神
面
を
支
え
る
咽
喉
文
化
の

形
成
と
寺
社
の
造
営
が
展
開
し
て
き
た
地

域 ⑤
こ
の
特
性
が
＊
常
陸
国
府
や
江
戸
文
化

も
支
え
る
力
へ 

⑦
ま
と
め 

八
郷
盆
地
は
安
定
し
た
人
間
生
活
を

お
く
る
と
こ
れ
。 

歴
史
が
証
明
す
る
土
地
力
が
高
く
＊

人
間
の
よ
り
ど
こ
れ
を
持
つ
空
間 

53 

5 
0 0 

とても良かった 良かった ふつう 良くなかった 

講演の内容はいかがでしたか？ 

系列1 

多くの方に好評価いただきました！ 
より良い地域づくりのきっかけをジ
オパークと共に考えよう！ 


